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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間における連結経営成績につきましては、経常収益は、銀行業務におけるその他業務収

益の減少などから、前年同期比 10 億 28 百万円減少して 175 億 56 百万円となりました。一方、経常費用は、リー

ス業務におけるその他業務費用の増加などから、前年同期比3億 42百万円増加して、148億 3百万円となりました。 

以上の結果、経常利益は前年同期比 13 億 69 百万円減少して 27 億 53 百万円となり、四半期純利益は前年同期比

9 億 49 百万円減少して 16 億 70 百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期末における財政状態につきましては、総資産は、前連結会計年度末比 339 億 59 百万円増加して 1

兆 1,181 億 18 百万円となり、純資産は、前連結会計年度末比 106 億 77 百万円増加して 582 億 56 百万円となりま

した。 

連結ベースの主要勘定につきましては、預金は順調に推移し、前連結会計年度末比 200 億 27 百万円増加して、1

兆 234 億 55 百万円となりました。 

貸出金は、前連結会計年度末比 42 億 96 百万円増加して、5,972 億 33 百万円となりました。 

有価証券は、前連結会計年度末比 86 億 87 百万円増加し、4,225 億 16 百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 27 年３月期の連結業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間の実績等を鑑み、前回予想（平成

26 年 11 月 11 日公表）を修正しております。詳細につきましては、本日開示しております「業績予想の修正に関す

るお知らせ」をご参照ください。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  税金費用の処理 

当行及び連結子会社の税金費用は、当第３四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定しており

ます。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

イ 会計方針の変更 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年 5 月 17 日。以下、「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 25 号平成 24 年 5 月 17 日。以下、「退職

給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第 35 項本文及び退職給付適用指針第 67 項本文に掲げられた定め

について第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の

期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法についても、従業員の平

均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映

した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37 項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法等の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が 301 百万円増加し、退職給付に係る負債が

314 百万円減少し、利益剰余金が 398 百万円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の経常利益及び

税金等調整前四半期純利益はそれぞれ 24 百万円減少しております。 

 

ロ 会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

現金預け金 38,625 42,104

コールローン及び買入手形 21,205 37,120

商品有価証券 4 3

有価証券 413,829 422,516

貸出金 592,937 597,233

外国為替 663 1,029

リース債権及びリース投資資産 11,227 11,690

その他資産 3,951 4,086

有形固定資産 10,158 10,117

無形固定資産 1,390 1,242

退職給付に係る資産 - 390

繰延税金資産 149 151

支払承諾見返 1,774 1,923

貸倒引当金 △11,759 △11,491

資産の部合計 1,084,159 1,118,118

負債の部

預金 1,003,428 1,023,455

譲渡性預金 170 250

借用金 5,301 5,941

外国為替 - 0

社債 10,000 10,000

新株予約権付社債 3,000 3,000

その他負債 8,473 6,338

賞与引当金 419 100

退職給付に係る負債 709 403

役員退職慰労引当金 13 16

睡眠預金払戻損失引当金 52 40

偶発損失引当金 200 205

繰延税金負債 3,036 8,185

支払承諾 1,774 1,923

負債の部合計 1,036,580 1,059,861

純資産の部

資本金 13,000 13,000

資本剰余金 9,663 9,663

利益剰余金 16,437 18,011

自己株式 △771 △775

株主資本合計 38,329 39,899

その他有価証券評価差額金 8,664 17,755

退職給付に係る調整累計額 78 63

その他の包括利益累計額合計 8,743 17,818

新株予約権 83 104

少数株主持分 423 435

純資産の部合計 47,579 58,256

負債及び純資産の部合計 1,084,159 1,118,118
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

経常収益 18,584 17,556

資金運用収益 11,918 11,964

（うち貸出金利息） 8,320 8,012

（うち有価証券利息配当金） 3,528 3,874

役務取引等収益 1,032 937

その他業務収益 5,314 4,367

その他経常収益 318 287

経常費用 14,461 14,803

資金調達費用 1,024 1,072

（うち預金利息） 742 791

役務取引等費用 953 1,001

その他業務費用 3,284 3,512

営業経費 8,226 8,232

その他経常費用 972 984

経常利益 4,122 2,753

特別利益 128 -

固定資産処分益 0 -

負ののれん発生益 128 -

特別損失 25 10

固定資産処分損 19 6

減損損失 5 3

税金等調整前四半期純利益 4,226 2,743

法人税等 1,527 1,060

少数株主損益調整前四半期純利益 2,698 1,682

少数株主利益 78 12

四半期純利益 2,619 1,670
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,698 1,682

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,480 9,090

退職給付に係る調整額 - △15

その他の包括利益合計 △1,480 9,075

四半期包括利益 1,218 10,758

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,139 10,745

少数株主に係る四半期包括利益 78 12
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません 
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４．平成27年 3月期 第３四半期決算説明資料 

 

 
（１）損益状況（単体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：百万円） 

 

平成27年3月期 
第３四半期 
(9ヶ月間) 
（Ａ） 

平成26年3月期 
第３四半期 
（9ヶ月間） 

（Ｂ） 

対前年同期 
（Ａ－Ｂ） 

 
平成27年3月期 
通期業績予想 
（12ヶ月間） 

経 常 収 益 13,519 14,820 △ 1,301   

業 務 粗 利 益 11,148 12,448 △ 1,300   

 資 金 利 益 10,908 10,887 21   

 役 務 取 引 等 利 益 △ 88 42 △ 130   

 そ の 他 業 務 利 益 329 1,518 △ 1,189   

経  費(除く臨時費用分) 7,917 7,926 △ 9   

 う ち 人 件 費 3,927 3,954 △ 27   

 う ち 物 件 費 3,564 3,593 △ 29   

実 質 業 務 純 益 3,231 4,521 △ 1,290   

 コ ア 業 務 純 益 2,930 3,032 △ 102  3,350 

一般貸倒引当金繰入額 △ 382 △   58 △ 324   

業 務 純 益 3,613 4,579 △ 966  4,000 

 うち国債等関係損益(5 勘定尻) 300 1,489 △ 1,189   

臨 時 損 益 △ 994 △  698 △ 296   

 うち不良債権処理額 598 582 16   

 うち株式等損益(3 勘定尻) △ 1 91 △ 92   

経 常 利 益 2,618 3,881 △ 1,263  2,400 

特 別 損 益 △ 9 △   24 15   

税 引 前 四 半 期 純 利 益 2,609 3,857 △ 1,248   

四 半 期 純 利 益 1,600 2,404 △ 804  2,500 

（注）１ 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

   ２ 平成27年3月期通期業績予想については、平成26年11月 11日公表した数値を修正しております。 

     主な損益項目について、平成27年3月期通期予想（修正後）に対する進捗率は次のとおりとなっております。 

コア業務純益 87％

業務純益 90％

経常利益 109％

四半期純利益 64％
 

○経常収益は、その他業務収益の減少等により前年同期比 13 億 1 百万円減少し、135 億 19 百万円となりまし

た。 

○コア業務純益は、役務取引等利益の減少を主因として、前年同期比 1 億 2 百万円減少し、29 億 30 百万円と

なりました。 

○業務純益は、一般貸倒引当金純繰入額が減少したものの、国債等関係損益の減少等により前年同期比9億66

百万円減少し、36億13百万円となりました。 

○経常利益は、国債等関係損益の減少および臨時損益の減少等により前年同期比12億63百万円減少し、26億

18百万円となりました。 

○四半期純利益は、前年同期比8億4百万円減少し、16億円となりました。 
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（２）金融再生法ベースのカテゴリーによる開示 

（単体） 

  （単位：億円）  （参考） （単位：億円）

 平成26年 12月末 平成25年 12月末  平成26年 9月末 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 48 59  46 

危 険 債 権 122 111  123 

要 管 理 債 権 7 6  6 

合   計 177 178  176 

金 融 再 生 法 開 示 債 権 比 率 2.94％ 2.98％  2.94％ 

（注）上記の各四半期末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する各債権のカテ

ゴリーにより分類しております。 

算出方法については、各四半期末を基準日として「自己査定基準」に基づき自己査定を実施して算出しております。 

（参考）自己査定債務者区分との関係 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権） 

        危険債権 （破綻懸念先の債権） 

        要管理債権（要注意先のうち、元金又は利息の支払いが3ヶ月以上延滞しているか、又は貸出条件を緩和し

ている債権） 

 

（当行と㈱ながぎんビジネスパートナーズの合算） 

  （単位：億円）  （参考） （単位：億円）

 平成26年 12月末 平成25年 12月末  平成26年 9月末 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 77 81  65 

危 険 債 権 130 140  143 

要 管 理 債 権 7 6  6 

合   計 215 229  215 

金 融 再 生 法 開 示 債 権 比 率 3.55％ 3.80％  3.57％ 

（注）上記の各四半期末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する各債権のカテ

ゴリーにより分類しております。 

算出方法については、各四半期末を基準日として「自己査定基準」に基づき自己査定を実施して算出しております。 

（参考）自己査定債務者区分との関係 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権） 

        危険債権 （破綻懸念先の債権） 

        要管理債権（要注意先のうち、元金又は利息の支払いが3ヶ月以上延滞しているか、又は貸出条件を緩和し

ている債権） 

 

 

㈱長野銀行（8521）平成27年3月期 第3四半期決算短信

－8－



 

 

＜ご参考＞ 

部分直接償却を実施した場合の金融再生法開示債権 

（単体） 

  （単位：億円）  （参考） （単位：億円）

 平成26年 12月末 平成25年 12月末  平成26年 9月末 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 24 26  23 

危 険 債 権 122 111  123 

要 管 理 債 権 7 6  6 

合   計 153 144  153 

金 融 再 生 法 開 示 債 権 比 率 2.55％ 2.44％  2.58％ 

（注）部分直接償却とは、自己査定により回収不能または無価値と判定した担保・保証付債権等について、債権額から担保の

処分可能見込額および保証による回収が認められる額を控除した残額（Ⅳ分類金額）を取立不能見込額として債権額から

直接減額することです。当行は、部分直接償却を実施していないため、Ⅳ分類金額と同額の貸倒引当金を計上しておりま

す。 

 

（当行と㈱ながぎんビジネスパートナーズの合算） 

  （単位：億円）  （参考） （単位：億円）

 平成26年 12月末 平成25年 12月末  平成26年 9月末 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 29 29  28 

危 険 債 権 130 140  143 

要 管 理 債 権 7 6  6 

合   計 167 177  178 

金 融 再 生 法 開 示 債 権 比 率 2.77％ 2.96％  2.98％ 

（注）部分直接償却とは、自己査定により回収不能または無価値と判定した担保・保証付債権等について、債権額から担保の

処分可能見込額および保証による回収が認められる額を控除した残額（Ⅳ分類金額）を取立不能見込額として債権額から

直接減額することです。当行は、部分直接償却を実施していないため、Ⅳ分類金額と同額の貸倒引当金を計上しておりま

す。 

 

 

（３）自己資本比率（国内基準） 

  
 

（参考）  

平成27年 3月末（予想値） 
 

平成26年 9月末（実績値） 

連 結 自 己 資 本 比 率 11.2％程度 

 

連 結 自 己 資 本 比 率 12.48％ 
 

単 体 自 己 資 本 比 率 10.7％程度 

 

単 体 自 己 資 本 比 率 11.96％ 
 

（注）１．上記予想値は、平成26年3月末より国内基準行に適用される新自己資本比率規制（バーゼルⅢ）に基づく、自己資

本比率を記載しております。 

２．上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。 
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（４）時価のある有価証券の評価差額（単体） 

（単位：億円） （参考） （単位：億円）

 平成26年 12月末 平成25年 12月末  平成26年 9月末 

時価 
評価差額 

時価
評価差額  

時価 
評価差額 

 うち益 うち損  うち益 うち損   うち益 うち損

その他有価証券 4,125 270 274 3 3,939 109 122 13 4,120 190 195 5

 株式 140 58 59 0 115 34 35 0 131 48 49 0

 債券 3,184 143 144 1 3,267 67 71 3 3,220 111 112 0

 その他 799 69 70 1 556 6 15 9 768 30 34 3

（注）１．各四半期末の「評価差額」及び「含み損益」は、各四半期末の帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と時価

との差額を計上しております。 

   ２．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。 

 

（単位：億円） （参考） （単位：億円）

 平成26年 12月末 平成25年 12月末  平成26年 9月末 

帳簿 含み損益 帳簿 含み損益  帳簿 含み損益 

価額  うち益 うち損 価額  うち益 うち損  価額  うち益 うち損

満期保有目的 
の債券 85 △0 0 1 － － － － 80 △0 0 1

 

 

（５）預金・貸出金等の残高（単体） 

  イ 預金 

   （単位：億円）  （参考） （単位：億円）

 平成26年 12月末 平成25年 12月末  平成26年 9月末 

預金等(預金+譲渡性預金) 10,288 10,088 10,245 

 預 金 10,285 10,088 10,221 

  長 野 県 内 預 金 10,223 10,017 10,120 

  長 野 県 外 預 金 62 70 100 

  個 人 預 金 7,308 7,072 7,189 

  個人以外の預金 2,977 3,015 3,031 

 譲 渡 性 預 金 2 － 24 

 

  ロ 預り資産 

   （単位：億円）  （参考） （単位：億円）

 平成26年 12月末 平成25年 12月末  平成26年 9月末 

預 り 資 産 704 746 725 

 う ち 個 人 預 り 資 産 676 715 696 

 

＜ご参考＞ 

預金等・預り資産の合計残高 

   （単位：億円）  （参考） （単位：億円）

 平成26年 12月末 平成25年 12月末  平成26年 9月末 

預金等・預り資産合計 10,992 10,835 10,971 

 う ち 個 人 預 金 ・ 

個 人 預 り 資 産 合 計 
7,985 7,788 7,886 

（注）預金等には譲渡性預金を含んでおります。 
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  ハ 貸出金 

   （単位：億円）  （参考） （単位：億円）

 平成26年 12月末 平成25年 12月末  平成26年 9月末 

貸 出 金 5,996 5,923 5,938 

 長 野 県 内 貸 出 金 5,643 5,610 5,592 

 長 野 県 外 貸 出 金 353 313 345 

 個 人 ロ ー ン 1,988 1,964 1,975 

 個人ローン以外の貸出金 4,008 3,959 3,962 
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